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近年� #$デジタル放送の開始や多チャンネル化に伴い� テレビ番組関連コンテンツ生成技術が重
要になってきている� そこで� 我々はテレビ番組コンテンツ生成技術として �%&'と(((の
リソースを用いる対話型番組自動生成の手法を提案する� この手法を用いて天気予報番組をター
ゲットとした試作システム)�*��� を実装した� )�*���システムは(((上の既存の天気予報
サイトの情報を用い� �%&'による番組台本を生成し� �%&'プレイヤーを介してコンピュータ
上にリアルタイムに音声対話を有する対話型天気予報番組を出力するものである�
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� はじめに

近年�デジタル技術やコンピュータネットワー
ク技術の発展によって� 様々な情報伝達メディ
アが急速に発展している� それに伴い� テレビ
番組に関するコンテンツも多様化している� テ
レビ番組関連の雑誌やホームページによる情報
の発信はすでに行われており� #$デジタル放
送の開始や多チャンネル化によって新たなサー
ビスが発展していくと予想される�

こうした状況を背景としてテレビ番組に関連
するコンテンツ生成技術の重要性は今後益々大
きくなってくる� その中でも� コンピュータに
よって自動的に番組を作り出す� あるいは加工
するといった番組自動生成技術の発展が望まれ
ている�

従来の番組自動生成技術では� ユーザが必要
な情報内容を入力するだけでニュース番組を自
動生成するもの :�;があるが� 番組生成時に毎
回ユーザがニュースソースを選別� 入力しなけ
ればならないため� 操作コストがかかってしま
う� また� 複数のメディアのリソースを利用し
てメディア変換を行い� �%データ放送等のコ
ンテンツを自動生成するもの :�;もあるが� テ
レビ番組制作に必要な登場人物 <俳優など=を
リアルタイムに演出を付加してコンテンツ生成
を行うものではない�

そこで� 本稿は �%&' と((( のリソー
スを用いた対話型番組自動生成の手法を提案す
る� この手法を用いて試作した天気予報番組自
動生成システム)�*���についての報告を行う�

)�*���システムはリソースの取得から番組生
成までを自動的に行い� リアルタイムに天気予
報番組を生成・出力する� また� 対話型という
特徴を備えており� ユーザはキー入力と音声入
力を用いて番組中のキャスターと対話を行うこ
とができる�

� 番組記述言語����

本研究では� 番組映像・音声を生成する際
に番組記述言語 �%&'<�% 8��0��� &�� ,0

'�,0��0�=:�;:�;を用いている� �%&'とは�テ
レビ番組に必要な要素が記述可能なテキスト

図 �
 �%&'と(((を用いた番組制作の自
動化のコンセプトと従来の番組制作手法との
比較

ベースの言語で� 番組制作で要求されるスタジ
オセット� >3キャラクターのしゃべりや動作�

カメラワークの設定� スーパーインポーズ� 動
画再生� #3&� ナレーション等に関する動作を
一通り記述できる�

�%&'によって記述された番組台本はグラフ
ィックワークステーション� あるいは( ,-�.�

パーソナルコンピュータ上で動作する �%&'

プレイヤーに入力することでリアルタイムにテ
レビ番組として出力することができる� また�

�%&'プレイヤーは外部制御モード :�;を備え
ており� これを用いることで対話型テレビ番組
コンテンツの生成が可能になる�

� 研究のコンセプト

��� 定型番組の自動生成

テレビ番組には番組構成がほぼ定型化してい
るものと� そうでないものとに分けられる� こ
こでは前者を定型番組� 後者を非定型番組と呼
ぶこととする� 定型番組には主としてニュース
番組や教育番組などが該当し� 情報を伝えるこ
とを主目的としている番組で�番組構成・演出は
ある程度決まりきっており� 変化が少ない� そ
れに対して� 非定型番組は主にドラマやバラエ
ティ番組などが該当し� 番組構成や演出が毎回
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の番組ごとに変化することがある�

本研究では定型番組をターゲットとして番組
を自動生成することを目指す� 定型番組ならば
あらかじめ用意してある �%&'台本に基づく
番組構成・演出情報に対して� 伝えたい情報を
適用することで自動生成が可能になる� これに
より� これまで人が制作を行っていた部分を自
動化することができ� 制作効率の向上につなが
る <図 ��5=�

��� ���からのメディア変換

定型番組の自動生成において� 番組構成・演
出をあらかじめ用意しておくことはできるが�

伝える情報の中身� つまりリソースの確保をど
うするのかという問題がある�

現在�様々な情報発信メディアが存在する� 多
くのメディアでリソース作成が行われている中
で� あるメディアのリソースから他のメディア
のコンテンツを生成するメディア変換は� コン
テンツ生成効率を大幅に向上させる� そこで�

本研究では変換元のメディアとして(((を
選択し� (((から�%&'を用いたテレビ番
組コンテンツへのメディア変換を行う� これに
より� リソース確保の自動化を図る <図 ���=�

��� 対話型番組

ニュース番組や天気予報番組などの定型番組
は情報の中身に関して� それぞれのユーザ <視
聴者=のニーズが様々である� それらのニーズ
に対応するために� 本研究では番組を対話型に
して� ユーザが能動的に番組に対してアクショ
ンを行うことで� 情報を取得できるものとする�

番組では>3によるキャスターが字幕やジェ
スチャなどの演出とともに� 合成音声を用いた
しゃべりでユーザに対してアクションを行う�

したがって� ユーザからもキー入力によるもの
だけでなく� 音声によるアクションを行えるこ
とが自然である� 本研究ではキー入力による対
話と同時に� 音声による対話を可能にし� より
簡易で自然な対話を目指す�

図 �
 )�*���システム概要

� 	
���システム

)�*���システムは本研究で提案する手法を
用いて� 天気予報番組をターゲットととして試
作したリアルタイムに対話型天気予報番組を自
動生成するシステムである。システムの概要を
図 �に示す� 以下� その設計と実装について説
明する�

��� リソース取得

リソースである天気予報情報は番組情報生
成サーバーが定期的 <本研究では �� 分毎= に
(((上の天気予報サイトと中継サーバーか
ら自動的に取得する�

((( からのリソース取得は ?�&' 文書
と気象用画像データの取得・解析により行う�

?�&'文書からは文中のタグから必要な情報
だけを抽出することによりデータ取得を行う�

本研究で用いる気象用画像データの種類にはひ
まわり� アメダスの画像があり� ?�&'文書中
のタグからリンクをたどって取得する�

実際の放送の世界における天気予報番組では
放送局付近の空模様が番組放映時に天気予報情
報とともに放送されることが少なくない� これ
と同等の機能を果たすものが中継サーバーであ
り� 常に外の風景を撮影している� )�*���シス
テムが生成する天気予報番組に中継地の天気予
報解説を取り入れ，より天気予報番組らしい演
出を加えるために中継サーバーを導入した� 中
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図 �
 番組出力と対話を用いた進行制御

継地の天気予報解説はアメダスの情報を用いて，
番組情報生成サーバーが作り出す� 本研究では
番組情報生成サーバーがある大学の研究室を放
送局と見なし� 中継サーバーを設置した� 番組
情報生成サーバーは中継情報をここから取得し
ている�

��� 番組情報生成

得られた情報だけでは� 天気予報番組として
必要な情報は揃わない� たとえば� 気象用画像
データの解説や� 週間予報� 週末予報などが獲
得データには含まれていない�

そこで� 番組情報生成サーバーは得られた情
報から解説� コメント等の番組に必要な番組情
報を生成する� 生成する情報は，<�=アメダス
の解説，<�=週間予報概観と週末予報概観，<�=

中継地の天気予報解説，である� <�=はアメダ
スの画像データから地域ごとの気温や降水量を
読み取り，得られたデータに基づいて解説を生
成する� <�=は �日ごとの天気予報から，�週間
全体および週末の天気予報解説を作る� たとえ
ば，晴れの日が �週間の中で多くを占めている
場合は「今週は晴れる日が多いでしょう� 」と
いう解説となる� <�= は中継地点のアメダスの
情報から，現在の気温の状況と降水状況を実況
する解説を作る�

生成した番組情報は@&'形式のファイルに
格納し� 気象用画像データとともに番組情報生
成サーバーに置き� 必要に応じて配信する�

��� 番組出力・進行制御

番組出力・進行制御は対話型番組生成部によ
り行う <図 �=�

番組出力用の �%&'スクリプトは番組情報
生成サーバーから取得する番組情報を� あらか
じめ用意した番組演出情報に適用させること
で生成する� 生成された �%&'スクリプトは
�%&'プレイヤーを介して番組として出力す
る�

番組の進行は外部ファイルにあるシーケンス
情報とユーザからのアクションによって決定さ
れる� ユーザからのアクションがなければシー
ケンス情報にしたがってのみ番組が出力される
8��*型コンテンツとなる�

ユーザからアクションが発生すると対話処理
モードとなる� )�*���システムでの対話はキャ
スターからユーザに対して質問をしている場合
と� ユーザからキャスターに対して質問を行う
場合の �つのパターンがある�

番組中のキャスターからユーザに対しての質
問発生時であれば� ユーザからのアクションは
質問に対する回答と判断する� この場合の対
話例として� キャスターから「どこの天気予報
を見たいですか」と質問されたときに� ユーザ
が「東京」と回答するという対話などが挙げら
れる�

それ以外のときにユーザがアクションを起こ
した場合� ユーザからキャスターに対する質問
と解釈する� ユーザからの質問と判断すると�

番組のコンテクストとユーザの質問内容とで対
話処理を決定する� 番組のコンテクストは番組
内容がユーザのアクション発生時に� <�=いつ�

<�=どこの� <�=何について� の天気予報の話題
なのかということである� たとえば� 今日の東
京の天気をキャスターが解説しているとき� 番
組のコンテクストは「今日の」「東京の」「天気」
となる� このときに� ユーザが「明日は？」と
質問をするとキャスターは「明日の」「東京の」
「天気」に関する質問と解釈し�回答する� また�

このあとに「神奈川ではどうですか？」と質問
をすると「明日の」「神奈川の」「天気」に関す
る質問と解釈し� キャスターが回答する�
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図 �
 番組設定画面

��� ユーザインタフェース

ユーザから見たシステムの動作について説明
する� ユーザが )�*��� システムを用いて天
気予報を見るには� 最初に番組起動アプリケー
ションからスタジオセット� キャスター� 対話
方法などを選択する <図 �=� これらを選択した
後で�「番組スタート」ボタンを押すと�%&'

プレイヤー上でリアルタイムの天気予報番組が
始まる <図 �=� 現状では )�*���システムで関
東と近畿の天気予報が見られる�

番組開始後はユーザは番組中のキャスターと
対話しながら番組を進めていく� ただし� 対話
は強要されるものではない� キャスターから
ユーザへの質問がある場合に，ユーザからの回
答がなくても番組進行を行う� この場合，ユー
ザの回答をシステムはユーザの回答の履歴から
判別し，それができなかった場合にはデフォル
トの選択肢を選んだものと見なす�

番組中の対話ではキャスターから質問がある
場合と�キャスターへ質問する場合がある� キャ
スターから質問されているとき以外の場面で�

ユーザはキャスターへ質問できる� キャスター
からの質問は番組のメニューに関することや�

地域の選択に関するものが主である� ユーザか
らは「明日は雨ですかA」「今日は傘は必要です
かA」といった簡単な質問を行うことができる�

キャスターが質問を理解でき� 該当する天気予
報データがあるときにユーザに対して回答する�

ユーザからのアクションの入力方法はキー

図 �
 番組出力例 <ひまわりの画像が背景に表
示されている=

入力によるものと音声入力によるものがある�

キー入力の場合は画面上のテキストボックスの
中に質問、または質問に対する回答を入力する
<図 �=� 音声入力の場合には�音声認識により
ユーザからのアクションがテキストデータに変
換され� キー入力の場合と同様の対話を行える�

� 関連研究と議論

定型番組を自動生成するものでは道家 :�;ら
の研究がある� これはユーザがニュースの内容
を入力するだけで�%&'によるニュース番組
を自動生成するものである� しかし� リソース
の自動取得まで行うものでなく� ユーザは常に
ニュースソースを入力しなければならない� 本
研究ではリソースの取得から番組生成・出力ま
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図 �
 キー入力による対話例

での過程を自動生成することを目的としている
ことが異なる�

複数のメディアのリソースを用いて�%デー
タ放送コンテンツなどを生成する研究として
' 2�����:�;がある� これは(((や文字放送
などの既存のメディアコンテンツを用いて、テ
キストデータそのものや� あらかじめ決められ
た図などを組み合わせてアニメーション等で表
現するものである� 本研究はテレビ番組コンテ
ンツとして登場人物である>3キャラクターに
リアルタイムに演出を付加してコンテンツを生
成している点で異なる�

本研究は>3によるテレビ番組を自動生成す
るもので� 従来の放送用のテレビ番組と比較し
て表現力が充分でない� これまでの放送媒体は
最低でも数万人規模の視聴者を前提にしている
ため� コストをかけて高品質を保つことができ
た� しかし� 情報チャネルの多様化により放送
側がコストをかけられない場合も多くなってき
ている� これに対して本研究で提案している手
法では� 制作コストが最小限で済むために� 比
較的小規模の人数を対象としたコンテンツ生成
技術として応用の可能性があると考える�

� まとめと今後の展望

本研究では� テレビ番組コンテンツ生成技術
として �%&'と(((のリソースを用いた
対話型番組自動生成の手法を提案した� さらに�

この手法を(((上の既存の天気予報サイト
の情報を用いて �%&'を用いた番組台本を生
成し� �%&'プレイヤーを介してコンピュー
タ上にリアルタイムに対話型天気予報番組を生
成・出力するための試作システム)�*���につ
いて報告を行った� 今後はニュース番組など他
ジャンルの番組への応用と� (((以外の他の
メディアのリソースを用いた番組自動生成を行
う予定である�
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